
グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成26年度全国平均

※　平成22年度から平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、管路経年化率及び管路更新率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

経営比較分析表
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資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
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2
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法適用 水道事業 末端給水事業 A2 235,845 431.84

◆経営の健全性について
　①経常収支比率は常に100％を超えて推移しており、
③流動比率についても、近年では類似団体平均値と比
較しても良好な指標値を示し、資金運用に支障をきた
す状態にはない。
　また、④企業債残高対給水収益比率については、類
似団体平均値よりも低い水準で推移しているが、老朽
化の状況の②管路経年化率がほぼ横ばいであること及
び③管路更新率が類似団体平均値よりもやや高い水準
で推移していることからすれば、必ずしも必要な更新
を先送りしているために企業債残高が少額となってい
るわけではなく、現状においては経営の健全性を示せ
ているといえる。

◆経営の効率性について
　⑦施設利用率について、当市の指標は低下傾向で推
移し、類似団体平均値を大きく下回る水準となってい
る。
　また、⑥給水原価については、類似団体平均値と比
較すると一貫して高い水準となっていることから、有
収率は良好であるものの当市の経営の効率性は低い状
況といえる。
　給水原価を構成する費目ごとに見た場合、特に受水
費の高さが際立っている一方で、これら以外の費目で
は低い水準にあることからすれば、当市の配水能力が
配水量に比して相当な余裕があるものの受水を行わな
ければならない地域の特殊事情によるものと考えられ
る。

【注】平成23年度は、平成24年3月検針に係る給水収益の調
定時期を変更したことにより、13か月決算（特殊要因）を
行っており、指標によっては外れ値を示すため、この場合に

「経常損益」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

1,360.24 【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

- 71.10 80.57 3,456 189,468 139.29

2. 老朽化の状況について

　①有形固定資産減価償却率、②管路経年化率について、類
似団体平均値よりも高い水準にはあるが、類似団体平均値と
の差は縮まりながら緩やかに上昇して推移しており、必ずし
も必要な更新を先送りしているとまではいえない。
　また、③管路更新率について、近年では、類似団体平均値
程度まで低下し、かつ1.0％以下で推移しているが、これは
当市の老朽管更新計画（第1次）の終盤で、施工困難箇所が
集中して残っていたためである。このように管路更新に当
たっては、布設する配水管の道路事情等により進捗の程度は
大きく変動するため、複数年度での更新率で判断するのが適
当である。
　実際の耐用年数は、埋設された管の管種・土質等にも左右
されるが、法定耐用年数の40年を超えていても使用には十分
耐え得るものである。当市の直近5年間での更新率としては
1.14％、約88年ペースでの更新であるが、今後、埋設環境調
査や既設管の管体調査などの機能診断を行い、当市での更新
年数を設定した上で、最適な更新ペースを構築する必要があ
る。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「供給した配水量の効率性」

2. 老朽化の状況

全体総括

　経営の効率性、老朽化の状況について、一部課題が
残るものの、経営の健全性は保たれていることから、
現状としては問題はないといえる。
　しかし、簡易水道事業に対する一般会計繰入金が事
業統合までの時限措置であることにより、平成28年度
以降の経常収支比率は低下し、更に今後は、人口減少
により本業である給水収益も減少していく上、浄水施
設の大規模更新が控えていることからすれば、当市の
利益獲得力・資金力は確実に低下していくことが想定
される。
　現状では問題がないとしても、費用面の削減に努め
ていくことはもちろんのこと、将来的には、利益獲得
の主力となる水道料金について、適正な原価を基礎と
した健全な事業運営を確保できる水道料金水準へ算定
し直す必要が生じてくる。
　そのためには、水道施設に関する投資（更新・再構
築）の見通し（投資試算）を立て、将来的に必要な資
金量を把握する必要があり、経営戦略の策定が重要と
いえる。

「施設全体の減価償却の状況」 「管路の経年化の状況」 「管路の更新投資の実施状況」
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①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【113.03】 【0.81】 【264.16】 【283.72】

【89.78】【59.80】【164.21】【104.60】

【46.31】 【12.42】 【0.78】


